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11 流水の正常な機能の維持対策案の概要
ダム案

流水の正常な機能の維持対策案の概要
ダム案

ダ 概 3/ 流 常な機能 維持 な流 を確保平取ダムによって、平取地点で概ね11m3/sの流水の正常な機能の維持に必要な流量を確保
する。

凡 例

既設ダム

建設中ダム

基準地点

平取ダム諸元
堤高 ：56.5m
堤頂長：約600m
型式 重力式 クリ トダム

平取ダム貯水池容量配分図

型式 ：重力式コンクリートダム

平取
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流水の正常な機能の維持対策案の概要
河道外貯留施設案

ダ 流 道 貯 施 を建 流 を導 貯 す二風谷ダム上流に河道外貯留施設を建設し、河川の流水を導水し貯留することにより、平
取地点で概ね11m3/sの流水の正常な機能の維持に必要な流量を確保する。

凡 例

既設ダム

建設中ダム

基準地点

河道外貯留施設

平取 施設規模 貯水容量 9,100千m3施設規模

（3箇所計）

貯水容量 9,100千m

掘削土量 10,200千m3
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流水の正常な機能の維持対策案の概要
ダム再開発案

ダ ( ダ ) を す 概 3/ 流 常な機既設ダム(二風谷ダム) を再開発することにより、平取地点で概ね11m3/sの流水の正常な機
能の維持に必要な流量を確保する。

施設規模
確保容量 9,100千m3

常時満水位の上昇高 2.8m

二風谷ダム諸元
堤高 ：32.0m
堤頂長：550.0m

二風谷ダム貯水池容量配分図

堤頂長
型式 ：重力式コンクリートダム

平取
凡 例

既設ダム既設ダム

建設中ダム

基準地点
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流水の正常な機能の維持対策案の概要
地下水取水案

新 概 3/ 流 常な機能 維持 な流 を確保井戸の新設により、平取地点で概ね11m3/sの流水の正常な機能の維持に必要な流量を確保
する。

凡 例

既設ダム

建設中ダム

基準地点

井戸の想定設置範囲

平取

施設規模 井戸 60m×730本


